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研究成果の概要 

 申請者は，計画経済化が全面的に進行する 1930 年代のソ連経済においても，「コルホーズ市場」を中心に市場メカ

ニズムが広範に機能していたことを，これまでの研究で示してきた（たとえば『ロシア革命とソ連の世紀 第 2巻 ス

ターリニズムという文明』第 2 章「農業集団化：コルホーズ体制下の農民と市場」pp. 65-90，岩波書店，2017 年 7

月）。その延長上において，平時よりも国家による統制色が強まる戦時期に，計画経済体制下のソ連において市場メカ

ニズムの機能はいかなる変容をみせたのであろうか。本研究の中心的な問いはここにある。 

 戦時期の経済活動において国家による統制が強まり市場メカニズムの機能が消極化していくという点については，

日本経済史分野における先行研究の蓄積がある。たとえば加瀬和俊氏は，戦時期の食糧統制政策を対象として，統制

政策の浸透度が品目の素材的性格によって制約を受けたこと，食糧品は生産者が消費者としての性格も備えることか

ら自家消費量と外部への供給量がトレード・オフの関係にあったこと，公定価格制度の存在にもかかわらず軍・軍需

工業・一般消費者の産地買付によって事実上価格メカニズムが機能したことを明らかにした上で，合法・非合法にま

たがる自由需要と自由販売が食糧供給の全体に浸透させた商品経済の連関を示した。 

 上記で示された日本経済史分野における戦時経済研究の動向を参照しつつ，計画経済体制下のソ連における戦時期

の市場メカニズムの機能について（A）計画当局による食糧に対する統制政策の品目別の実態，（B）計画当局による価

格インセンティブ活用の認識とそのコルホーズ市場への適用の政策的内容，（C）コルホーズ市場での取引の品目・数

量・価格の動向，（D）コルホーズ農民による自家消費と市場への供給の内容，以上の 4点を中心に研究を進めた。 
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